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総合的
そうごうてき

な探究
たんきゅう

の時間
じ か ん

が始まり
はじ     

ます 

今年の総合的な探究の時間が、６月から始まります。 

総合的な探究の時間とは、「探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を

考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育成すること」を目指します。 

 本校では、時間割に位置づけず、各４日ずつ集中授業（各４単位時間）を 8回行い、年間３２単位時間の学習を設定しています。

先生方と一緒に学習テーマを深めて、生徒が自ら設定した課題を解決していく学びを展開します。日頃の授業とは異なり、さま

ざまな人の考えに触れたり、実社会の問題を様々な角度から考えたり、学習の新たな楽しみを感じる場となります。解決の道筋

がすぐには明らかにならない課題や、唯一の正解が存在しない課題に対して、最適解や納得解を見いだしていく探究の時間は、

今まで自分自身でも気付かなかった能力を発揮する場になるかもしれません。担当の先生の指示をよく聞き、ルールやマナーを

守って、安全で有意義な学習活動になるようにしましょう。 

 さて、「総合的な探究の時間」は「必履修」の学習です。単位の認定に、各教科・科目と同様に「履修」の認定が必要になりま

す。１日休むと、４単位時間の欠課となります。休まずに済むように、体調管理もしっかりしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

登校日数 

２４/ 196 

 

◎本校定時制において定める目標 

１．講座ごとのテーマを十分に理解し，自ら課題を見つけ，主体的に課題解決に向けて取り組むことができるようにする。 

２．課題解決のために，主体的・創造的な態度で臨み，人間としての在り方，生き方を探究することができるようにする。 

 

◎目標を実現するにふさわしい探究課題 

新入年次（プロジェクト KAJO Ⅰ） 

｢地域や学校の特色に応じた課題」 

自己理解から始める探究スキル 

プレ探究 

学校魅力化プロジェクト 

 

在校年次（プロジェクト KAJO Ⅱ） 

｢地域や学校の特色に応じた課題｣(外部との連携) 

｢生徒の興味・関心に基づく課題｣ 

自分の興味や自分の暮らす地域を考えることから探

究する 

 

卒業年次（プロジェクト みらい） 

｢職業や自己の進路に関する課題｣(外部との連携) 

｢横断的・総合的な課題｣ 

 自分の将来や社会の未来を考えることから探究する 
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教材「これからはじめる探究学習（第一学習社）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

<保護者の方々へ> 

教務旬報は、ホームページでもご覧いただくことができます。モバイルサイト（スマホで閲覧可能）も対応しています。 

バックナンバーなどもご覧いただけます。 

アクセスは以下のアドレスまたはQRコードへ 

http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/生徒・保護者の方へ/ 

もしくは、「霞城学園高校」で検索をお願いします。 

Memo 探究に向け 自分の関心があること つきつめてみたいこ

と書いてみよう 

 

 


